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全
県
総
体
等 

■
サ
ッ
カ
ー
部 

１
回
戦 

  

２
回
戦 

  

横
手
清
陵
高
校
と
の
連
合
チ
ー
ム
で
、

５
月

24

日
に
行
わ
れ
た
１
回
戦
で
は
、

相
手
も
連
合
チ
ー
ム
と
い
う
こ
と
で
、

負
け
ら
れ
な
い
！
と
い
う
気
持
ち
と
、

な
ん
と
か
１
勝
し
た
い
！
と
い
う
気
持

ち
が
強
く
プ
レ
ー
に
出
て
い
た
よ
う
で

す
。
２
回
戦 

は
強
豪
チ
ー
ム 

で
難
し
い
試
合 

で
し
た
が
、
最 

後
ま
で
走
り
続 

け
ま
し
た
。 

お
疲
れ
様
で
し 

た
。 

■
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部 

男
子
学
校
対
抗 

１
回
戦 

本
校 

 

２ 

対 

３ 

平
成 

男
子
ダ
ブ
ル
ス 

１
回
戦 

齋
藤
・
泉
谷 

０ 

対 

２(

秋
田
中
央) 

佐
々
木
・
伊
藤
０ 

対 

２(

横
手) 

男
子
シ
ン
グ
ル
ス 

１
回
戦 

泉
谷 

０ 

対 

２ 

清
水(

秋
田
令
和) 

小
松 

２ 

対 

１ 

高
杉(

能
代
松
陽) 

 

同 

２
回
戦 

小
松 

２ 

対 

０ 

原
田(

秋
田
令
和) 

 

同 

３
回
戦 

小
松 

０ 

対 

２ 

三
浦(

秋
田
工
業) 

 

学
校
対
抗
と
ダ
ブ
ル
ス
は
初
戦
突
破

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
シ
ン
グ
ル
ス
は

３
年
生
の
小
松
君
が
３
回
戦
ま
で
進
み

大
健
闘
。
泉
谷
君
は
２
年
生
な
の
で
、
来

年
に
向
け
て
さ
ら
に
頑
張
っ
て
ほ
し
い

で
す
。 

■
野
球
部 

農
水
産
交
流
戦 

本
校(

六
校
連
合) 

０ 

対 

３ 

西
目 

敗
者
交
流
戦 

本
校(

六
校
連
合) 

５ 

対 

１ 

増
田 

本
校(

六
校
連
合) 

１ 

対 

１０ 

金
足
農
業
Ｂ 

男
鹿
海
洋
・
男
鹿
工
業
の
定
期
戦 

本
校(
六
校
連
合) 

２
対
９ 

男
鹿
工
業 

全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
秋
田
大
会 

本
校(

六
校
連
合) 
３
対
４ 

秋
田
北
鷹 

六
校
の
大
応
援
団
が
駆
け
つ
け
、
そ

の
声
援
に
応
え
る
よ
う
に
、
最
後
ま
で

粘
っ
た
試
合
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。 

■
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部 

 

部
員
は
３
年
生 

の
田
口
さ
ん
一
人 

な
の
で
、
横
手
高 

校
の
１
年
生
山
口 

さ
ん
と
組
ん
で
大 

会
に
出
場
し
ま
し 

た
。
笑
顔
い
っ
ぱ
い
で
プ
レ
ー
し
て
い

た
の
が
印
象
的
で
し
た
。 

田
口
・
山
口 

４ 

対 

２ 
 
(

由
利) 

田
口
・
山
口 

０ 

対 

４ 
(

秋
田
令
和) 

 

相
撲
部
屋
へ
入
門
し
た 

力
士
加
藤
君
は
５
月
末
の 

報
道
で
あ
っ
た
と
お
り
、 

元
関
脇
嘉
風
・
中
村
親
方 

の
中
村
部
屋
へ
移
籍
し
ま 

し
た
。
二
所
の
関
部
屋
か
ら

独
立
し
た
新
し
い
部
屋
で
す
。 

   

  

取
り
組
み
結
果 

 

０
勝
５
敗 

（
７
月
23

日
現
在
） 

番
付 

 

序
二
段
六
十
一
枚
目 

入
門
し
た
時
か
ら
、
親
身
に
な
っ
て

指
導
し
て
も
ら
っ
て
い
た
と
い
う
こ

と
で
、
親
方
と
一
緒
に
頑
張
っ
て
も
ら

い
た
い
と
思
い
ま
す
。
ネ
ッ
ト
ニ
ュ
ー

ス
で
も
中
村
部
屋
の
話
題
が
よ
く
載

っ
て
い
ま
す
が
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
開

設
さ
れ
て
い
ま
す
。
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

か
ら
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。
加
藤
君
の

動
画
な
ど
も
配
信
さ 

れ
て
い
ま
す
の
で
、 

興
味
の
あ
る
方
は
見 

て
く
だ
さ
い
。 

夏
休
み
の
過
ご
し
方 

今
年
の
夏
も
厳
し
い
暑 

さ
に
な
り
そ
う
で
す
。
長
期 

休
業
中
は
生
活
習
慣
が
乱
れ
や
す
く
、
暑

さ
と
ダ
ブ
ル
パ
ン
チ
で
体
調
を
崩
す
原

因
に
も
な
り
ま
す
。
ま
た
、
水
難
事
故
や

交
通
事
故
に
も
注
意
が
必
要
で
す
。
生
活

リ
ズ
ム
を
整
え
、
充
実
し
た
夏
休
み
を
過

ご
し
て
、
休
み
明
け
に
元
気
に
登
校
し
て

く
だ
さ
い
。
始
業
式
は
８
月

21

日
で
す
。 

25 23 22 16 9/10 29 27 22 21 19 13 12 8/11 日時 

（水） (月) (日) (月) (火) （木） (火) (木) (水) （月） (火) (月) (日) 曜日 

 

大
綱
米
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
稲
刈
り 

 

振
替
休
日 

 

秋
分
の
日 

 

敬
老
の
日 

 

 

ス
マ
ホ
ケ
ー
タ
イ
安
全
教
室 

 

西
高
カ
ジ
ュ
ア
ル
デ
ー
夏 

～ ～ 始
業
式
・
全
校
集
会
・
整
容
指

導 ～ ～ 振
替
休
日 

山
の
日 

８ 

・ 

９
月
の
行
事
予
定 

9/3 

(火) 

23 

(金) 

２０ 

（火） 

1５ 

(木) 

 

面
接
週
間 

 

体
育
祭 

玄
関
・ 

･

通
学
路
・
駅
指
導 

 

 

オ
ー
プ
ン
デ
イ 

学
校
閉
庁
日 
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能
代 

 
 
 
 

５ 

対 

２ 

能
代
松
陽 

 
 

 
 

 

御
所
野 

 
 
 

 
本
校 

横
手
清
陵 

 

０ 

対 

５ 

新
屋 

本
校 

横
手
清
陵 

結
果 
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避
難
訓
練 

６
月
25

日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

第
１
回
目
の
避
難 

訓
練
が
行
わ
れ
ま
し 

た
が
、
あ
い
に
く
の 

天
気
で
、
体
育
館
へ 

の
避
難
と
な
り
ま
し

た
。 

 
 

 
 

 

た
。
災
害
時
は
、
高
齢

者
や
子
供
な
ど
避
難
が
困
難
な
人
も
た
く

さ
ん
い
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
に
、
若
い
力
が

必
要
で
す
。
ぜ
ひ
、
み 

ん
な
が
訓
練
を
生
か
し 

て
、
災
害
時
に
適
切
に 

行
動
で
き
る
人
材
と
な 

っ
て
ほ
し
い
で
す
。 

司会者の軽快なトーク？で始まった西

高祭。心地よい音楽を聴いて、クイズを

して、歌って踊って、金魚すくいや駄菓

子・パンの販売、そして、綱引きと餅ま

きと、一足早い夏祭りがやって来たよ

うでした。楽しかった！ 

全
校
野
球
応
援 

 

７
月
12

日 

 

約
３
０
０
人
の
大
応
援
団
が
、
さ
き
が
け

八
橋
球
場
に
集
ま
り
ま
し
た
。
今
ま
で
交
流

し
た
こ
と
の
な
い
吹
奏
楽
部
員
も
、
応
援
団

も
試
合
が
始
ま
っ
て
し
ま
え
ば
一
つ
に
ま

と
ま
っ
て
、
音
に
合
わ
せ
て
名
前
を
呼
び
メ

ガ
ホ
ン
を
打
ち
鳴 

ら
し
ま
し
た
。
９ 

回
表
の
攻
撃
で
は 

み
ん
な
が
祈
る
気 

持
ち
で
ア
ン
パ
イ 

ア
の
ジ
ャ
ッ
ジ
を 

見
守
り
ま
し
た
。 

地
域
探
究
発
表
会 

 

７
月
16

日 

３
年
生
が
１
年
生
か
ら
継
続
し
て
学
習

し
て
き
た
『
地
域
探
究
』
の
発
表
会
が
、
大

綱
交
流
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
市

の
関
係
者
の
方
々
や
一
般
の
方
も
来
て
く

だ
さ
り
、
生
徒
達
は
少
し
緊
張
し
な
が
ら
発

表
し
ま
し
た
。
学
校 

祭
で
は
、
こ
の
本
番 

の
予
行
練
習
と
い
っ 

た
と
こ
ろ
で
し
た
が 

そ
の
反
省
点
を
改
善 

し
、
よ
り
良
い
発
表 

と
な
り
ま
し
た
。 


